
船橋市物品調達指名業者選定審査会要綱 

（設置） 

第１条 物品調達の指名競争入札に参加させようとする業者を適正かつ公正に選定するにあ

たり、必要な事項を審査するため、船橋市物品調達指名業者選定審査会（以下「審査会」

という。）を置く。 

（組織） 

第２条 審査会は、次に掲げる者をもって組織する。 

⑴ 副市長 

⑵ 企画財政部長及び契約課長 

⑶ 物品を主管する課の部長及び課長 

（会長及び副会長） 

第３条 審査会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長は副市長、副会長は企画財政部長をもって充てる。 

３ 会長は、会務を掌握し、審査会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を代理す

る。 

（議事） 

第４条 審査会は、必要のつど会長が招集する。 

２ 審査会の議事の進行及び整理は、会長が行う。 

３ 審査会は、過半数の出席者がなければ会議を開くことができない。 

４ 審査会の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによ

る。 

（審査の特例） 

第５条 設計額が３，０００万円を超え１億円以下の物品調達に係る指名業者の選定を審査

する場合（契約規則第３６条に規定する議会の議決を要する契約を除く。）の審査会は、

第２条の規定にかかわらず、次に掲げる者をもって組織し、企画財政部長が招集し、主宰

することができる。 

 ⑴ 企画財政部長及び契約課長 

 ⑵ 物品を主管する課の部長及び課長 

２ 前項の審査会の議事については、前条の規定を準用する。この場合において同条中「会

長」とあるのは「企画財政部長」と読み替えるものとし、企画財政部長に事故があるとき

又は欠けたときは、契約課長がその職務を代理する。 

３ 設計額が３，０００万円以下の物品調達に係る指名業者を選定する場合は、第２条及び

第１項の規定にかかわらず、審査会を省略し、契約課長が選定することができる。 

（参考意見等の聴取） 

第６条 審査会において必要があると認めるときは、関係職員の出席を求め、参考意見又は



説明を聞くことができる。 

（秘密の保持） 

第７条 審査会に出席し、又は関係した職員は、職務上知り得た事項を他に漏らしてはなら

ない。 

（庶務） 

第８条 審査会の庶務は、契約課において処理する。 

 

附 則 

 この要綱は、昭和５８年４月１日から施行する。  

   附 則 

 この要綱は、昭和５９年１０月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成３年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成８年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１４年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則 

この要綱は、平成２３年６月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 

 


